
大手企業を中心に、製品の原材料調達から製造・加工・販売まで、サプライチェーン上で発生する
CO2排出量を把握する動きが広がり始めています。

本セミナーでは、このような中でも、県内企業のみなさまが、取引の維持・拡大を図っていけるよう、
国の検討会参画委員や自動車Tier1、流通最大手企業、県内先進企業という豪華講師陣をお招き
し、サプライチェーンにおけるCO2排出量に関する国内外の最新動向を、いち早くお伝えします。

セミナー終了後には、講師陣との名刺交換や個別相談の時間も設けます。脱炭素時代の経営戦略
を考える上で、大変貴重な機会ですので、ぜひ、会場にてご参加ください。

【プログラム】
�基調講演 （40分程度）

「サプライチェーンのCO2排出量算定の最新動向」
株式会社レクサー・リサーチ 代表取締役 中村 昌弘 氏（工学博士）

�最新事例発表 （各25分程度）
 「自動車部品メーカーがカーボンニュートラルに取り組むために必要なこと」
株式会社ソミックマネジメントホールディングス 取締役副社長 石川 彰吾 氏

 「CO2排出量の削減に向けたイオンの取り組みについて」
イオン株式会社 環境・社会貢献部 部長 鈴木 隆博 氏

 「当社のCO2排出量削減に向けた取り組み」
株式会社LIMNO 品質管理部 部長 角脇 栄治 氏

�鳥取県からのお知らせ （5分程度）
本セミナー後の予定として、社内人材が、サプライチェーンCO2排出量を見える化
（算出）できるようになるための体験講座等を開催していきます。

日時日時

会場会場

令和5年9月1日（金）13:30～15:30
とりぎん文化会館第1会議室
（鳥取市尚徳町101-5）

！
セミナー終了後、希望企業には、自社の取組の進め方等に関する個別相談会を開催します。
（1社あたり20分程度。申し込み順に相談会をセットします。）

主催 ： 鳥取県商工労働部商工政策課 協力 ： 公益財団法人鳥取県産業振興機構

【問い合わせ先】 鳥取県商工労働部商工政策課（鳥取市東町一丁目220）
TEL︓0857-26-7602 FAX︓0857-26-8117 email︓shoukou-seisaku@pref.tottori.lg.jp

参加無料

鳥取県



9月1⽇（⾦）13:30〜 「サプライチェーンCO2
排出量⾒える化・削減の最新動向」 セミナー参加申込書

企 業 名

連絡先
(担当者)

氏 名 ︓＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
所属役職︓＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
メール ︓＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
電 話 ︓＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

参加者名
□ 担当者と同じ
(所属･役職) (氏名)
(所属･役職) (氏名)

個別相談会
□ 希望する （希望する場合のみチェック。以下に相談概要を記載してください。）

参加申込方法 ※以下の①〜③いずれかの方法でお申込みください。
①電子申請

右記二次元コードから申請してください。

②メール
参加申込書の各項目をメール本文にご記入のうえ、
以下のメールアドレスに送付してください。
【商工政策課メールアドレス】 shoukou-seisaku@pref.tottori.lg.jp

③FAX
参加申込書をご記入のうえ、以下のFAX番号に送付してください。
【商工政策課FAX番号】 0857-26-8117 商工政策課宛

電子申請用
二次元コード→

講師プロフィール

㈱レクサー・リサーチ
代表取締役 中村 昌弘 氏（工学博士）

㈱ソミックマネジメントホールディングス
取締役副社⻑ 石川 彰吾 氏

イオン㈱
環境・社会貢献部 部⻑ 鈴⽊ 隆博 氏

㈱LIMNO
品質管理部 部⻑ 角脇 栄治 氏

事業経営にとって環境対応と経済性の両⽴
は経営上の問題となっていく。現場改革の
⽴場からカーボンニュートラルを推進するため
にグリーンCPS協議会を⽴ち上げるとともに、
国のモデル実証を実施。経産省・環境省の
CFPガイドライン策定委員会メンバー。

⾃動⾞メーカーにて⽣産管理業務を中⼼
に経験を積み、ソミック石川へ入社。
鍛造、熱処理などの技術で⾜回り部品を
手がけるTier1企業の製造現場の改善、
調達企画、経営企画を経験した後、現在
経営メンバーとして変革を推進。

イオン入社後、店舗、秘書室、業務提携、新規事
業⽴ち上げ等に携わる。環境省出向を経て「イオン
脱炭素ビジョン」をはじめとするイオングループの中⻑
期環境戦略の策定や推進等に従事。事業活動と
環境・社会を両輪としたサステナブル経営を実践し、
地域のお客さまとともに、普段の⽣活や買物を通じ
た⾝近な環境・社会貢献活動の輪を広げて、持
続可能な社会の実現を目指す。

⿃取三洋電機㈱入社以来、品質管理を
担当し、携帯電話、⾃動⾞、医療分野な
どの⾼い品質レベルにお応えする品質管理
システムを構築。
ISO14001認証継続し運用管理、CO2
排出削減などにより当社環境経営を推進。


